
　比企丘陵の豊かな自然に恵まれた

東松山市は、古代から人々の生活が営

まれてきました。中世には武蔵武士団

が活躍。戦国時代になると青鳥城や松

山城が築かれ、戦さも展開されました。

 近世になると天領や旗本領となり、

主要街道の宿場町として繁栄。明治以

降、素朴な農村から、昭和29年に1町

4村が合併して市制施行され、比企地

域の中核都市として着実に発展して

きました。そんな東松山市の歴史を振

り返ってみます。




